




発達遅滞乳幼児の大多数は,一度は医療機関を訪れるから,その場で,全般的な評価と予後

の見通し,日常の健康管理,薬物療法などの狭義の医療の対策と同時に,家庭や養育機関に

おける生話指導についても必要な助言を与えることが望まれる。本研究グループの研究目

的は,医療機関が独自に果すべき役割りと,家庭や養育機関から医療機関に求められるもの

を知り,お互の協力関係を樹立しつつ子供の全般的な発達を伸す対策を作り出すことを企

画してきた。本年度は,昨年からの継続とともに,研究組織に,保健,栄養指導のあり方につ

いての協力班員(小松班員)を加えた。 

認知障害に焦点をあてた治療教育プログラムの開発は,小児精神外来のデイケアーにおい

て,認知発達段階を評価し,それにあわせて,概念形式(類別,比較,上位),および,身体図式

の形成(協調運動,バランス,持続,模倣)を向上させるプログラムを立案実施して効果をみ

たものである。発達のペースは,訓練開始前に比し特に運動,生活習慣が向上したが,言語,

社会領域の伸びはおそい。この研究は,保育所,幼稚園,小規模通園施設などにおける療育の

進め方のモデルになり得るよう発展を期待したい。 


